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著書

1.理学療法学事典 共著 2006
医学書院

奈良勲(監)、内山靖(編)、笘野稔、他

2.義肢学　第2版 共著 2022
中山書店

永冨史子、笘野稔、妹尾勝利、橋本泰典

3.作業療法 義肢・装具学 共著 2024
羊土社

妹尾勝利(編)、平田淳也、吉村 学、笘野稔、他

学術論文

1.左下腿切断と右片麻痺の高齢重複障害の1症例 共著 2000
臨床リハビリテーション 9巻 3号 pp307-310

笘野稔、寺尾和也、宮田輝雄、神野泰

2.高齢者の入院後に生じるせん妄について 共著 2000
理学療法ジャーナル 34巻 8号 pp569-571

笘野稔、黒住健人、寺尾和也、崎山保、芳賀峰子、志茂亜希子、神野泰

3.連続的な他動運動による関節可動域の改善効果 共著 2003
運動療法と物理療法 14巻 3号 pp205-209

笘野稔、村上朋彦、菅原憲一、田辺茂雄、近藤正志、椿原彰夫

4.大腿骨骨幹部・顆部骨折の整形外科的治療法と理学療法 単著 2007
理学療法ジャーナル 41巻 12号 pp983-989

笘野稔

5.頸部角度の違いが咳嗽時最大呼気流速へ及ぼす影響 共著 2013
医療 67巻 12号 pp46-50

垣内優芳、藤原麻子、加納康司、佐々木貴哉、村上朋彦、笘野稔、森明子

5.本校における講義評価の検討 共著 2015
リハビリテーション教育研究 20号 pp160-161

笘野稔、松田英希、岡田裕、村上朋彦、矢吹眞弓

6.シリコーンライナーが皮膚に与えるストレスの検討 共著 2017
日本義肢装具学会誌 33巻 1号 pp46-50

笘野稔、花山耕三、椿原彰夫

学会発表

1.高齢者の活動性と入院後に生じるせん妄について 筆頭 2001
第15回中国ブロック理学療法士学会

笘野稔

2.持続的な他動運動による関節可動域の改善効果 筆頭 2002
第27回日本運動療法研究会

笘野稔、村上朋彦、菅原憲一、田辺茂雄、近藤正志、椿原彰夫

3.下腿切断における義足歩行の筋電図的検討 筆頭 2004
第39回日本理学療法学術大会

笘野稔、永冨史子

4.大腿四頭筋セッティングの筋電図的分析 筆頭 2007
第42回日本理学療法学術大会

笘野稔、垣内優芳、松本晋輔、村上朋彦

5.片脚立位時の重心動揺と足部内側縦アーチ高及び

　　母趾把持力との関係
共同 2008

第43回日本理学療法学術大会

松本晋輔、田中繁治、笘野稔、松田英希、村上朋彦、山本勲

6.『退屈』の感じやすさと学業成績との関連 共同 2009
第44回日本理学療法学術大会

村上朋彦、田中繁治、笘野稔

7.頸部角度の違いによる咳嗽時最大呼気流速の変化 共同 2010
第45回日本理学療法学術大会

垣内優芳、岡田裕、笘野稔、村上朋彦

8.両側大腿切断の一症例　義足の設定とプログラムの工夫 筆頭 2012
第47回日本理学療法学術大会

笘野稔、永冨史子、内田孝信、石原健、富山弘基

9.本校における講義評価の検討 筆頭 2014
全国リハビリテーション学校協会 第27回教育研究大会

笘野稔、松田英希、岡田裕、村上朋彦、矢吹眞弓

10.シリコーンライナーが皮膚に与えるストレスの検討 筆頭 2015
第31回日本義肢装具学会学術大会

笘野稔、花山耕三、椿原彰夫

教 育 研 究 業 績 書

氏名　　　笘野　稔



講師・講演

1.骨関節疾患のレントゲンのPT的見方 筆頭 2004 岡山県理学療法士会 第3回卒後研修会

2.ギプスソケットを用いた仮義肢製作の意義と臨床応用 共同 2014
第30回日本義肢装具学会学術大会　テクニカルディスカッション

永冨史子、笘野稔

所属学会および学会活動

1.日本理学療法士協会 1996

2.岡山県理学療法士会 2000

2.中国四国リハビリテーション研究会 2000

3.日本義肢装具学会 2014

4.日本運動器理学療法学会 2021

5.日本義肢装具学会　会則検討委員 2021


